
(1) 第３５号     明治大学校友会柏地域支部会報  「はくめい」    JAN.1.2025 

 
     

 

                       

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
本

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し

い
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
６
年
は
１
月
１
日
の
能
登
半
島

地
震
、
２
日
の
羽
田
空
港
に
お
け
る
自

衛
隊
機
と
日
本
航
空
機
の
衝
突
事
故

と
年
明
け
早
々
暗
い
出
来
事
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
、
８
月
８
日
に
は
宮
崎

県
日
向
灘
沖
で
地
震
が
あ
り
、
「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）
」
が
発
表
さ
れ
、
９
月
２１
日
に
は

能
登
半
島
地
震
で
大
被
害
に
見
舞
わ

れ
た
石
川
県
能
登
北
部
地
域
に
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
、
記
録
的
な
豪
雨

に
よ
り
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩
れ
、
家

屋
の
崩
壊
、
死
傷
者
が
出
る
な
ど
大
災

害
と
な
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
の
中

で
被
災
者
の
方
の
「
な
ん
で
、
こ
ん
な
こ

と
、
二
度
も
合
わ
な
い
と
い
け
ん
の
か
ね
」

と
の
発
言
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
日
本

は
火
山
・
地
震
・
台
風
等
の
自
然
災
害

が
何
時
、
ど
こ
で
、
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
平
成
２３
年
３
月
１１
日
発

生
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
意

識
や
備
蓄
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
持
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、

再
認
識
し
ま
し
た
。 

年
明
け
か
ら
暗
い
話
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
明
る
い
こ
と
と
し
ま
し
て
は
ア
メ

リ
カ
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
お
い
て
本
塁

打
５４
本
、
盗
塁
５９
個
を
記
録
し
た
大

谷
翔
平
選
手
の
活
躍
、
大
相
撲
で
石
川

県
出
身
の
大
相
撲
力
士
大
の
里
の
大
関

昇
進
、
７
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か

け
て
の
第
３３
回
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
前
回
の
東
京
大
会
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
に
よ
り
１
年

遅
れ
て
開
催
さ
れ
た
た
め
３
年
目
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
パ
リ
大
会
の
メ
ダ

ル
獲
得
状
況
は

別
表
の
と
お
り
で

す
が
、
ヤ
リ
投
げ

の
北
口
榛
香
選

手
の
金
メ
ダ
ル
獲

得
は
陸
上
フ
ィ
ー

ル
ド
競
技
に
お
い

て
、
初
の
快
挙
と

の
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
１０
月
１１
日
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
か
ら
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
の
「
長
年
に
わ
た
る

核
廃
絶
へ
の
尽
力
」に
対
し
、
日
本
に
と
っ

て
は
５０
年
ぶ
り
と
な
る
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
授
与
す
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
当
協
議
会
が
授
与
す

る
こ
と
の
意
義
は
核
兵
器
保
有
国
の
指

導
者
が
核
兵
器
の
使
用
も
辞
さ
な
い
よ

う
な
緊
張
に
満
ち
た
今
の
世
界
へ
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。 

と
こ
ろ
で
、
令
和
６
年
度
も
残
り
あ
と

３
か
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
予
定
し
て

い
ま
し
た
柏
地
域
支
部
の
行
事
は
滞
り

な
く
遂
行
さ
れ
、
残
り
の
大
き
な
行
事

は
１
月
２５
日
（
土
）
の
新
春
の
集
い
を
残

す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
好
評
を

頂
き
ま
し
た
肉
料
理
店
で
開
催
し
ま

す
の
で
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

結
び
に
あ
た
り
、
会
員
皆
様
の
柏
地
域

支
部
に
対
し
ま
し
て
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
今
年
も
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

昭
和
４４
年
商
学
部
卒 

柏
地
域
支
部
長 

竹
之
内 

明

謹

賀

新

年 
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第
６０
回
明
治
大
学
全
国
校
友
香
川

大
会
（本
大
会
）
が
、
令
和
６
年
９
月
２９

日
（
日
）
に
香
川
県
高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー

ト
高
松
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
柏
地
域

支
部
か
ら
私
と
山
田
研
一
ご
夫
妻
が
参

加
し
ま
し
た
。 

高
松
市
に
は
東
京
駅
か
ら
新
幹
線
で

岡
山
駅
（
乗
車
時
間
３
時
間
１５
分
）
ま

で
行
き
、
岡
山
か
ら
Ｊ
Ｒ
瀬
戸
大
橋
線

（
乗
車
時
間
５５
分
）
で
高
松
に
行
き
ま

し
た
。
瀬
戸
大
橋
線
に
は
初
め
て
の
乗
車

で
当
日
は
天
気
も
良
く
車
窓
か
ら
見
る

と
海
面
に
は
白
い
渦
潮
が
み
ら
れ
、
ま
た

島
々
が
点
在
し
、
瀬
戸
内
海
の
景
観
は

聞
き
し
に
勝
る
も
の
で
し
た
。 

大
会
は
記
念
式
典
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
懇
親
会
の
３
部
構
成
で
、
参
加

者
は
７
５
０
名
と
の
こ
と
で
し
た
。
記
念

式
典
に
お
け
る
大
西
秀
人
高
松
市
長
の

祝
辞
に
よ
る
と
「
世
界
の
宝
石
」
と
も
称

さ
れ
、
日
本
で
最
初
の
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
た
「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
」
は

指
定
か
ら
今
年
で
９０
周
年
の
節
目
を

迎
え
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
池
田
富
人
香
川

県
知
事
の
金
毘
羅
宮
の
下
か
ら
本
宮
ま

で
の
階
段
数
は
７
８
６
（
ナ
ヤ
ム
）
で
す
が
、

最
上
段
が
下
が
っ
て
い
る
の
で
７
８
５
段

と
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
お
話
が
記
憶
に
残

り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
会
場
の
喫
煙

室
で
名
札
を
付
け
て
い
ま
し
た
の
で
図

子
泰
香
川
県
支
部
長
と
話
す
機
会
が

あ
り
、
令
和
元
年
の
第
５５
回
全
国
校

友
千
葉
大
会
の
次
は
香
川
大
会
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
、
延
期
に

な
った
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。 

翌
日
は
「日
本
３
大
う
ど
ん
（香
川
の
讃

岐
う
ど
ん
、
秋
田
の
稲
庭
う
ど
ん
、
長
崎

の
五
島
う
ど
ん
）」
と
言
わ
れ
て
い
る
讃
岐

う
ど
ん
を
食
べ
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

令
和
７
年
度
の
全
国
校
友
福
井
大
会

は
９
月
２７
日
（
土
）
、
２８
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
の

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

昭
和
４４
年
商
学
部
卒 

柏
地
域
支
部
長 

竹
之
内 

明  

〈
大
会
そ
の
後
１
、
鯛
願
城
就
〉 

第
６０
回
明
治
大
学
全
国
校
友
香
川
大

会
来
賓
の
高
松
市
大
西
秀
人
市
長
か
ら

『
高
松
市
立
玉
藻
公
園
は
、
午
前
５
時

３０
分
か
ら
開
園
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

史
跡
高
松
城
址
に
あ
り
、
お
堀
は
海
と
つ

な
が
って
い
ま
す
の
で
、
海
の
魚
が
い
ま
す
。

「た
い
が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ
」の
の
ぼ
り
旗
が
目

印
で
す
。
・
・
・
・
』
と
の
ご
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
地
図
で
確
認
す
れ
ば
、
宿
か
ら
そ

ん
な
に
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
翌

日
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

翌
朝
の
５
時
は
、
関
東
よ
り
西
に
在
る

高
松
市
は
、
真
っ
暗
で
し
た
。
こ
と
で
ん

高
松
築
港
駅
を
通
り
過
ぎ
西
入
口
を

過
ぎ
る
と
公
園
は
開
園
し
て
い
ま
し
た
。

よ
う
や
く
明
る
く
な
った
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
し
た
「
た
い
が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ
」
の
の
ぼ

り
旗
、
お
堀
に
は
早
朝
か
ら
タ
イ
の
群

れ
が
、
エ
サ
を
待
って
い
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
エ
サ
の
販
売
は
休
止
し
て
い
て
、
ご

め
ん
な
さ
い
。
「
大
願
成
就
」
は
「
鯛
願
城

就
」の
ご
ろ
合
わ
せ
の
し
ゃ
れ
で
し
た
。 

〈
大
会
そ
の
後
２
、
十
河
信
二
記
念
館
〉 

 

「
四
国
鉄
道
文
化
館
」
が
Ｊ
Ｒ
伊
予
西

条
駅
に
隣
接
し
て
い
る
と
新
聞
記
事
を

見
て
、
せ
っ
か
く
四
国
に
来
た
の
だ
か
ら

と
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
０
系

新
幹
線
電
車
や
九
州
新
幹
線
で
計
画

し
て
い
た
「
フ
リ
ー
ゲ
イ
ジ
ト
レ
イ
ン
」
の

車
両
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
験

車
両
は
１
両
し
か
な
い
の
で
こ
こ
で
し
か

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
施
設
に
隣
接
し
て

い
る
建
物
は
、
な
ん
と
「
新
幹
線
」
の
生
み

の
親
、
当
時
の
国
鉄
総
裁
の
十
河
信
二

記
念
館
で
し
た
。
十
河
総
裁
は
、
愛
媛

県
新
居
浜
の
ご
出
身
だ
そ
う
で
す
。
十

河
総
裁
と
島
技
師
長
が
組
ま
な
か
っ
た

ら
日
本
に
「
新
幹
線
」
は
実
現
し
な
か
っ

た
と
い
って
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

現
在
朝
ド
ラ
に
放
映
し
て
欲
し
い
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
誘
致
活

動
を
し
て
い
ま

す
。
ご
賛
同
さ

れ
る
方
は
、

「
十
河
信
二 

朝
ド
ラ
」
で
検

索
し
て
、
新

居
浜
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
署
名
を
お

願
し
ま
す
。 

昭
和
５２
年
法
学
部
卒
山
田
研
一

全
国
校
友
香
川
大
会 

香
川
大
会
の
後
日
談 

源平合戦の地 屋島を臨む 
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秋
も
深
ま
る
令
和
６
年
１０

月
２６
日

（土
）、
支
部
活
動
企
画
と
し
て
竹
ノ
内
支

部
長
を
始
め
１３
名
が
参
加
し
て
、
お
茶
の

水
明
大
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
地
下
で
開
催

中
の
「虎
に
翼
」展
を
見
学
し
ま
し
た
。 

令
和
６
年
前
期
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
虎
に
翼
」
は
明
治
大
学
法
学

部
（
当
時
は
明
治
大
学
女
子
部
法
科
）

卒
業
で
、
女
性
初
の
弁
護
士
と
な
り
、

後
に
判
事
及
び
家
庭
裁
判
所
所
長
と
な

っ
た
三
淵
嘉
子
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
、
困
難

な
時
代
に
立
ち
向
か
い
、
道
な
き
道
を

切
り
開
い
て
き
た
女
性
法
学
生
達
の
情

熱
あ
ふ
れ
る
姿
を
描
い
た
、
吉
田
恵
利

香
さ
ん
の
脚
本
に
よ
る
実
話
に
基
づ
く

素
晴
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。 

博
物
館
内
の
展
示
物
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
面

協
力
で
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
劇
中
写
真
と
、
使

用
さ
れ
た
小
物
類
、
明
治
大
学
（
ド
ラ
マ

で
は
明
律
大
学
）
旧
記
念
館
や
法
学
教

室
の
写
真
や
印
象
的
な
場
面
の
写
真
パ

ネ
ル
等
が
展
示
さ
れ
、
懐
か
し
い
場
面

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
明
治
大
学
が
ド

ラ
マ
の
舞
台
と
な
り
、
卒
業
生
と
し
て
誇

ら
し
く
ド
ラ
マ
を
視
聴
し
た
こ
と
は
心

に
残
る
思
い
出
で
す
。 

博
物
館
見
学
後
は
常
設
展
示
「
阿
久

悠
記
念
館
」
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
阿

久
悠
氏
は
明
大
文
学
部
の
卒
業
で
作
詞

家
と
し
て
２
５
０
，
０
０
０
を
超
え
る
作

詞
を
残
し
て
い
ま
す
。
「
青
春
時
代
」
「ま

た
会
う
日
ま
で
」
「
北
の
宿
か
ら
」
「
Ｕ
Ｆ

Ｏ
」
「
雨
の
慕
情
」
な
ど
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
は

「
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
」
作
詞
賞
や
「
菊

池
寛
賞
」
な
ど
を
受
賞
、
日
本
を
代
表

す
る
作
詞
家
で
す
。
ま
た
、
作
家
と
し

て
も
「
瀬
戸
内
少
年
野
球
団
」
で
直
木

賞
候
補
に
な
る
な
ど
、
実
績
を
残
し
て
い

ま
す
。
質
の
高
い
記
念
館
で
し
た
。 

見
学
後
は
駿
河
台
キ
ャ
ン
バ
ス
「
リ
バ
テ

ィ
タ
ワ
ー
」
２３
階
の
岸
本
辰
雄
記
念
ホ

ー
ル
を
見
学
、
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
の
サ
イ
ン

色
紙
や
記
念
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
１７
階
の
学
生
食
堂
で
眼

下
に
駿
河
台
の
街
並
を
見
な
が
ら
自
由

昼
食
を
済
ま
せ
、
大
学
本
館
を
後
に
し

現
地
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
４９
年 

政
経
学
部
卒 
宮
本
仁
也 

 

柏
地
域
支
部
で
、
初
の
麻
雀
大
会
が

令
和
６
年
９
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
わ

た
し
も
参
加
し
た
。
大
会
と
言
っ
て
も
、

参
加
申
込
が
少
な
く
、
二
卓
８
名
で
の

開
催
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
参
加
さ
れ
た

方
の
年
齢
は
、
６０
歳
代
か
ら
最
高
９２

歳
の
方
ま
で
と
幅
広
く
、
久
し
ぶ
り
に
パ

イ
を
握
っ
た
人
も
い
て
、
往
年
の
雀
士
の

猛
者
が
集
ま
り
、
懐
か
し
み
な
が
ら
の

麻
雀
大
会
で
あ
った
。 

お
そ
ら
く
、
相
当
の
昔
、
明
大
和
泉
校

舎
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
あ
の
明
大
前
駅

か
ら
校
舎
ま
で
に
何
軒
の
雀
荘
が
あ
っ

た
の
か
、
当
時
の
学
生
（
私
も
そ
の
う
ち

の
一
人
）
は
、
少
な
か
ら
ず
こ
の
通
り
で

寄
り
道
し
、
雀
卓
を
囲
ん
だ
こ
と
を
思

い
出
す
。
と
こ
ろ
が
今
は
、
そ
の
通
リ
に

は
雀
荘
が
一
軒
も
見
当
た
ら
な
い
。
学

生
が
、
真
面
目
に
な
っ
た
の
か
、
遊
び
の

種
類
が
増
え
た
の
か
、
学
生
麻
雀
が
す
っ

か
り
下
火
に
な
った
よ
う
だ
。 

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
今
回
の
大
会
が

行
わ
れ
た
麻
雀
会
場
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康

麻
雀
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
雀
荘
、
柏

駅
西
口
に
あ
る
が
、
当
日
は
会
場
主
催

の
大
会
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
全
部
で

２０
卓
あ
る
が
、
ほ
ぼ
萬
卓
。
高
齢
者
が

多
く
女
性
客
も
多
い
。 

そ
の
会
場
は
健
康
麻
雀
を
推
奨
し
、
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
や
認
知
症
予
防
の
た
め
、

麻
雀
の
基
礎
か
ら
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
の

よ
う
だ
。
土
・
日
は
、
大
会
な
ど
も
あ
り

ほ
ぼ
萬
卓
、
平
日
も
そ
こ
そ
こ
の
来
客
が

あ
る
ら
し
い
。
利
用
客
は
、
高
齢
者
が
多

く
、
そ
の
う
ち
女
性
客
は
３
割
か
ら
４

割
を
占
め
る
よ
う
だ
。
高
齢
者
に
流
行

り
だ
し
た
健
康
麻
雀
、
特
に
女
性
が
多

い
。
男
性
も
リ
タ
イ
ヤ
後
か
ら
、
麻
雀
を

覚
え
、
楽
し
ん
で
い
る
人
も
い
る
。 

先
日
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
だ
っ
た
と
思
う
が
麻

雀
で
認
知
症
予
防
の
番
組
を
流
し
て
い

た
が
、
確
か
に
、
頭
を
使
っ
て
考
え
点
数

を
計
算
す
る
。
そ
の
上
、
手
先
を
使
う

し
、
仲
間
と
ふ
れ
あ
い
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
と
楽
し
む
。
ま
さ
に
我
々
老
い
ぼ
れ
に

は
、
健
康
を
促
進
す
る
ゲ
ー
ム
で
も
あ
る
。 

今
後
も
、
柏
地
域
支
部
の
大
会
を
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、
昔
、
楽
し
ん
だ
麻

雀
牌
の
手
触
り
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

是
非
参
加
し
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
問
い
合
わ
せ
は
宮
本
幹
事
長
ま
で
。 

📱
（
０
９
０
） 

６
９
３
０ 

０
７
８
２
（宮
本
） 

昭
和
３７
年
商
学
部
卒 

加
茂
治
男 

「
虎
に
翼
」
明
大
博
物
館 

 
見

学

記 

健
康
麻
雀
が
流
行
り
だ
し
た 

令和６年１０月２６日 明大アカデミーコモン 
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令
和
６
年
８
月
２４
日
（
土
）
、
連
日
猛

暑
日
の
続
く
暑
い
午
後
、
昨
年
に
引
き
続

き
《
キ
ッ
チ
ン
ガ
ゼ
ボ
》に
て
納
涼
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
竹
之
内
支
部
長

を
は
じ
め
、
１７
名
の
多
く
の
会
員
が
参

集
し
、
先
ず
は
全
員
で
声
高
ら
か
に
乾

杯
を
行
い
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

今
回
、
竹
之
内
支
部
長
か
ら
、
あ
の
う

ま
く
て
有
名
な
【
獺
祭
】
一
升
瓶
の
差
し

入
れ
が
あ
り
、
獺
祭
は
、
本
当
に
あ

っ！
！
と
い
う
間
に
無
く
な
り
ま
し
た
が
、

宴
会
は
凄
い
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し

た
。
焼
酎
や
ら
ハ
イ
ボ
ー
ル
や
ら
と
杯
を

か
さ
ね
て
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
会
話

も
弾
み
、
時
間
の
経
つ
の
も
早
く
気
が
つ

け
ば
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

大
い
に
痛
飲
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。 

昭
和
４９
年
商
学
部
卒 

金
田
登
志
夫  

令
和
６
年
９
月
６
日
茨
城
県
の
阿
見

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
第
２
回
明
大
校
友
会

千
葉
県
西
部
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

総
勢
３１
名
が
参
加
し
、
柏
地
域
支
部

か
ら
は
竹
ノ
内
地
域
支
部
長
以
下
５
名

が
エ
ン
ト
リ
し
て
、
菊
地
輝
幸
さ
ん
が
３

位
、
石
原
敏
和
さ
ん
が
４
位
、
１０
位
以

内
に
４
名
が
入
り
、
柏
地
域
支
部
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
充
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
ペ
は
毎
年
３
月
・９
月
の
第
一
金
曜

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ゴ
ル
フ
を
や

ら
れ
る
方
は
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

昭
和
５１
年
農
学
部
卒 

荒
木
康
生  

●
全
国
校
友
福
井
大
会 

第
６１
回
目
と
な
る
今
年
の
「
全
国
校

友
大
会
」
は
福
井
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

開
催
日 

９
月
２７
日
（土
）前
夜
祭 

９
月
２８
日
（日
）
本
大
会 

会
場 

グ
ラ
ン
ユ
ア
ー
ズ
フ
ク
イ
／
フ
ェニ
ッ
ク

ス
・プ
ラ
ザ 

エ
ル
ビ
ス
大
ホ
ー
ル 

☎(

０
４
） 

７
１
３
１ 

３
０
８
０(

竹
之
内) 

 

●
新
入
会
員 

新
た
に
８
名
の
校
友
が
柏
地
域
支
部
に

入
会
さ
れ
ま
し
た
。
お
見
知
り
お
き
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
４４
年 

短
経
卒 

寺
嶋  

裕
美
さ
ん 

昭
４６
年 

 

法
卒 

 

平
賀 

陸
太
さ
ん 

昭
５１
年 

 

文
卒 

 

吉
田 

美
佐
さ
ん 

昭
５２
年 

 

商
卒 

 

吉
川 

末
満
さ
ん 

昭
５２
年   

農
卒  

折
原  

正
規
さ
ん 

昭
５３
年 

商
卒 

内
田 

浩
司
さ
ん 

昭
５５
年  

文
卒 

米
田
比
呂
志
さ
ん 

昭
５８
年 

商
卒  

糸
賀 

武
さ
ん 

   

納

涼

会

 

西
部
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

   

訃 
 

報 

令
和
６
年
８
月

１１

日
、
昭
和

４０

年
法
部
卒
の
北
川
邦
彦
様

が
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
６
年
８
月

２７

日
、
昭
和

３４
年
文
学
部
卒
、
柏
地
域
支
部

元
監
査
委
員
の
田
代
和
孝
様
が
、

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
６
年

１１

月
５
日
、
昭
和

３３
年
政
治
経
済
学
部
卒
、
柏
地

域
支
部
元
監
査
委
員
の
吾
郷
春

男
様
が
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。 

主 な イ ベ ン ト 予 定  
●新春の集い 

1月２５日(土)、ブラジリアン バーベ
キュー・シュラスコ料理「アレグリア」 
📱０９０-６９３０-０７８２（宮本） 

●健康麻雀の会 
２月１５日(土) 
📱０９０-６９３０-０７８２（宮本） 

●お花見会 
３月になってからご案内します。 
📱０９０-６９３０-０７８２（宮本） 

■西部支部ゴルフコンペ 
３月・９月の第一金曜日  
📱０９０-２２１１-０５７７(荒木) 

●柏地域支部総会 
５月１８日(日) ハート柏迎賓館 
📱０９０-６９３０-０７８２（宮本） 

○宝井講談修羅場塾 
６月２１日(土) お江戸両国亭 
（両国駅西口徒歩５分）木戸銭無料 
☎０４-７１６４-０６１０(佐々木) 

■千葉県西部支部総会 
６月２８日（土）  
☎０４-７１３１-３０８０(竹之内) 

■全国校友福井大会 
９月２７・２８日（土・日） 
☎０４-７１３１-３０８０(竹之内) 
 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上部組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

令和６年９月６日 阿見ゴルフクラブ 


